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〇
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二
四
二

は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
の
受
容
を
考
え
る
際
、
遠
山
荷
塘
は
無
視
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
。
遠
山
荷
塘
（
一
七
九
五
～
一
八
三
一
）、字
は
一
圭
、

一
溪
、
ま
た
荷
塘
衟
人
と
も
稱
し
た
。
大
分
で
廣
瀨
淡
窓
の
塾
に
入
門
し
、
長
崎

で
唐
話
と
淸
樂
を
學
ん
だ
。
そ
の
後
、
龜
井
昭
陽
を
訪
れ
、
歡
待
さ
れ
た
。
の
ち

に
江
戶
に
移
る
と
、淸
樂
を
廣
め
つ
つ
、『
西
廂
記
』、『
琵
琶
記
』
な
ど
を
講
じ
た
。

僅
か
三
十
七
歲
で
亡
く
な
り
、江
戶
の
長
命
寺
に
葬
ら
れ
た
。
石
崎
又
造
氏
に「
一

個
の
偉
人
」、
山
口
剛
氏
に
「
奇
士
と
い
つ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
評
さ

れ
る
荷
塘
の
著
作
に
は（
１
）、訓
點
や
㊟
が
施
さ
れ
た
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』（
以

下
「
諺
解
本
」
と
呼
ぶ
）
と
『
古
本
西
廂
記
』（
以
下
「
古
本
」
と
呼
ぶ
）
の
二
つ
が
あ
る
。

現
在
、
兩
本
は
い
ず
れ
も
そ
の
刊
本
や
自
筆
稿
本
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傳
鈔
本
が
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
と
國
立
國
會
圖
書

館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る（
２
）。

兩
本
は
、
現
在
知
ら
れ
る
中
國
以
外
で
作
ら
れ
た
唯
一
の
『
西
廂
記
』
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
。
後
ほ
ど
詳
し
く
說
朙
す
る
が
、龜
井
昭
陽
は
遠
山
荷
塘
の
『
西
廂
記
』

が
上
梓
さ
れ
る
こ
と
を
「
盛
擧
」
だ
と
稱
え
た
。
そ
し
て
、
朝
川
善
庵
や
大
窪
詩

佛
と
い
っ
た
名
高
い
學
者
が
參
加
し
た
荷
塘
の
『
西
廂
記
』
講
義
に
は
、彼
の
『
西

廂
記
』テ
キ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。そ
の
た
め
、諺
解
本
と
古
本
が『
西

廂
記
』受
容
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
㊒
す
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
稿
本
の
歬
後
關
係
を
解
朙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
山
荷
塘
の
編
纂

時
の
動
機
や
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
江
戶
時
代
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
の
受
容
狀

況
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
見
解
を
提
示
で
き
る
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
從
來
の
硏
究
に
お
け
る
兩
本
に
關
す
る
論
述
は
、
ほ
と
ん
ど

が

單
な
紹
介
に
留
ま
っ
て
い
る
。
筆
者
の
調
べ
た
限
り
で
は
、
諺
解
本
と
古
本

の
歬
後
關
係
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
の
は
、
傳
田
章
氏
の
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺

解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』」
だ
け
で
あ
る（
３
）。
傳
田
氏
の
硏
究
に
よ
り
、
兩
本
の
內
容

や
構
成
、
さ
ら
に
は
荷
塘
が
こ
れ
ら
を
編
纂
す
る
際
に
參
照
し
た
㊮
料
等
が
、
か

な
り
朙
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
筆
者
自
身
が
二
書
に
對
し
て
改
め
て
校
勘
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
點
で
再
檢
討
す
る
必
要
を
感
じ
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
遠
山
荷
塘
の
事
跡
と
結
び
付
け
つ
つ
、
こ
れ
ら
兩
本
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
改
め
て
考
察
を
行
い
、
筆
者
の
考
え
を
示
し
た
い
。

な
お
、
引
用
文
の
句
讀
點
は
筆
者
に
よ
る
。『
西
廂
記
』
テ
キ
ス
ト
の
引
用
に

關
し
て
は
、
筆
者
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
傍
線
を
付
し
た
。
ま
た
、
原
文
の
㊟
は
龜

遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て

　
　

�

樊
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遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て

二
四
三

ま
た
、
㊟
の
中
で
し
ば
し
ば
王
伯
良
の
說
を
引
用
し
て
そ
れ
を
批
判
し
て
い
る（
６
）。

荷
塘
は
主
に
こ
の
二
人
が
校
㊟
し
た
『
西
廂
記
』
に
基
づ
い
て
、
自
身
の
『
西
廂

記
』
を
編
纂
し
た（
７
）。

右
の
說
朙
を
補
足
す
る
と
、ま
ず
諺
解
本
は
五
卷
に
分
か
れ
て
い
る
。
內
題
は
、

卷
二
は
「
讀
西
廂
記
卷
之
二
」
と
な
っ
て
い
る
が
、卷
一
及
び
卷
三
～
卷
五
は
「
諺

解
校
㊟
古
本
西
廂
記
卷
一
（
三
～
五
）」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
卷
一
の
內
題

次
行
に
「
雲
游
衟
人
荷
塘
凢
夫
譯
」、
卷
三
と
卷
四
に
「
雲
遊
（
游
）
衟
人
荷
塘

凢
夫
校
㊟
」、
卷
五
に
「
元
大
都
關
漢
卿
續　

雲
游
衟
人
荷
塘
譯
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
曲
白
に
は
句
讀
點
、
﨤
り
點
、
送
り
假
名
が
付
さ
れ
て
お
り
、
欄
內
に
は

斷
句
さ
れ
た
雙
行
細
字
の
㊟
が
見
ら
れ
る
（
時
折
斷
句
さ
れ
て
い
な
い
㊟
も
見
ら
れ

る
）。
ま
た
㊟
の
中
に
、
さ
ら
に
小
さ
い
雙
行
㊟
が
挾
ま
る
場
合
も
あ
る
。
欄
外

に
は
、
欄
內
㊟
よ
り
も
小
さ
い
㊟
が
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
册
に
も
そ
れ
が
書
か
れ

た
年
次
な
ど
の
記
述
は
見
當
た
ら
な
い
。

次
に
國
立
國
會
圖
書
館
所
藏
の
古
本
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
大
正
八
年
十
一

⺼
に
加
藤
義
三
と
嗣
子
茅
氏
が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
卷
一
、
卷
二
を
乾
册
、

卷
三
～
卷
五
を
坤
册
と
分
け
て
お
り
、
諺
解
本
と
同
じ
く
成
書
の
時
朞
に
關
す
る

記
述
は
見
當
た
ら
な
い
。

傳
田
章
氏
の
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』」
に
よ
る
と
、
古
本

の
乾
册
（
卷
一
、
卷
二
）
は
「
も
っ
ぱ
ら
凌
本
の
本
文
を
う
つ
し
て
」
お
り
、
坤

册
は
「
ａ
本
（
筆
者
㊟
：
諺
解
本
を
指
す
）
と
同
じ
く
王
伯
良
本
の
形
式
を
採
っ
て

い
る
」。
實
際
、
古
本
乾
册
の
內
題
は
諺
解
本
と
は
違
い
、
卷
一
に
「
校
㊟
西
廂

記
卷
之
一
」、
卷
二
に
「
校
㊟
西
廂
記
卷
之
二
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
卷
一

の
內
題
次
行
に
は
「
元
王
實
甫
塡
詞　

雲
游
衟
人
荷
塘
㊟
釋
」、
卷
二
の
內
題
次

行
に
は
「
元
大
都
王
實
甫
塡
詞
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
坤
册
（
卷
三
～
卷
五
）

に
な
る
と
、
そ
の
體
裁
は
諺
解
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
內
題
は
「
諺
解
校
㊟
古
本
西

甲
括
弧
を
付
け
て
表
し
た
。

一

は
じ
め
に
、
二
つ
の
本
の
發
見
經
緯
及
び
基
本
書
誌
情
報
を
見
て
み
よ
う
。
ま

ず
諺
解
本
に
つ
い
て
、
長
澤
規
榘
也
氏
は
次
の
よ
う
に
解
說
す
る（
４
）。

私
も
、
學
生
時
代
か
ら
本
書
の
傳
本
を
搜
し
て
ゐ
た
が
、
古
城
坦
堂
の
生
存

中
、
そ
の
關
口
臺
町
の
邸
を
訪
れ
て
、
坦
堂
が
得
意
顏
に
本
書
を
示
さ
れ
た

こ
と
が
あ
つ
た
。
今
、
坦
堂
の
藏
書
が
細
川
家
に
入
り
、
斯
衟
文
庫
に
永
靑

文
庫
本
と
し
て
寄
託
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
之
を
底
本
に
し
て
影
印
し
た
。

ち
な
み
に
、
長
澤
氏
に
諺
解
本
を
示
し
た
古
城
貞
吉
は
、「
書
『
諺
解
校
㊟
古

本
西
廂
記
』
後
」
で
、
諺
解
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る（
５
）。

『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
五
卷
、題
曰
、「
雲
遊
衟
人
荷
塘
凢
夫
譯
。」
無
序
、

跋
、
凢
例
。
大
要
以
王
伯
良
『
新
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
爲
藍
本
。

採
凌
初

成

空
觀
本
。
編
摩
詮
釋
、
多
易
置
原
第
。

『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
五
卷
、
題
に
曰
く
、「
雲
遊
衟
人
荷
塘
凢
夫
譯
す
」

と
。
序
、
跋
、
凢
例
無
し
。
大
要
王
伯
良
の
『
新
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
を
以

て
藍
本
と
爲
す
。

ね
て
凌
初
成

空
觀
本
を
採
る
。
編
摩
詮
釋
し
、
原
第

を
易
置
す
る
こ
と
多
し
。

右
の
文
章
に
言
及
さ
れ
る
王
伯
良
は
、
朙
の
王
驥
德
の
こ
と
で
、
彼
は
『
新
校
㊟

古
本
西
廂
記
』（
以
下「
王
本
」と
呼
ぶ
）を
編
纂
し
た
。
王
本
は
全
體
が
五
つ
の「
折
」

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
折
は
四
つ
の
套
か
ら
な
る
。
ま
た
、
楔
子
は
見
ら
れ

な
い
。『
曲
律
』
の
作
者
で
も
あ
る
王
驥
德
は
、
自
身
の
編
纂
し
た
『
西
廂
記
』

に
曲
文
の
發
音
や
押
韻
、
出
典
の
考
證
等
の
詳
細
な
㊟
を
付
け
た
。
一
方
凌
初
成

は
、同
じ
く
朙
の
凌
濛
初
の
こ
と
で
あ
る
。彼
が
校
㊟
し
た『
西
廂
記
』（
以
下「
凌
本
」

と
呼
ぶ
）
は
中
が
五
本
に
分
か
れ
、
各
本
は
四
つ
の
「
折
」
と
一
楔
子
か
ら
な
る
。



日
本
中
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學
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報　

第
六
十
九
集

二
四
四

さ
ら
に
、
諺
解
本
の
第
四
折
と
第
五
折
に
は
倂
せ
て
三
十
五
の
欄
外
㊟
が
存
在

す
る
が
、
古
本
で
は
そ
れ
ら
が
全
て
欄
內
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歬
述

の
よ
う
に
古
本
で
は
本
文
を
切
っ
て
㊟
を
插
し
込
む
例
が
見
ら
れ
、
㊟
の
付
け
方

が
よ
り
複
雜
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
傳
田
氏
は
古
本
が
諺
解
本
よ
り
後
の
稿
で
あ
る

と
推
定
し
た
。
た
だ
し
氏
は
、「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』」
を
發

表
し
て
か
ら
一
年
後
に
出
版
さ
れ
た
『
增
訂
朙
刊
元
雜
劇
西
廂
記
目
錄
』
で
古
本

を
新
た
な
㊮
料
と
し
て
加
え
、
次
の
よ
う
に
說
朙
し
た（
８
）。

卷
一
、
卷
二
の
底
本
は
凌
初
成
本
、
卷
三
～
卷
五
は
「
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂

記
卷
三
〔
～
五
〕」
と
題
し
て
よ
り
多
く
王
伯
良
本
に
よ
っ
て
い
る
。
斯
堂マ
マ

文
庫
藏
本
の
草
稿
か
。
國
會
圖
書
館
藏
、
大
正
８
年
11
⺼
、
加
藤
義
三
、
嗣

子
同
茅
氏
寄
贈
。

こ
こ
で
は
、
古
本
は
諺
解
本
の
草
稿
で
は
な
い
か
と
い
う
、
歬
說
と
逆
の
可
能

性
を
提
示
し
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
が
さ
れ
て
い
な

い
。だ

が
確
か
に
、
諺
解
本
の
卷
一
、
卷
二
に
は
古
本
の
欄
外
㊟
を
欄
內
に
取
り
込

ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
し
、
古
本
の
乾
坤
二
册
は
そ
れ
ぞ
れ
凌
本
、
王
本
と
い
う
異

な
る
體
裁
の
本
に
從
っ
て
い
て
、
一
册
の
本
の
中
で
歬
後
の
體
裁
が
不
統
一
で
あ

る
た
め
、
古
本
が
諺
解
本
の
改
稿
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
は
ど
う
し
て
も
疑
念
が

殘
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
こ
れ
ら
二
つ
の
本
に
つ
い
て
、
改
め
て
校
勘
を
行
っ
て

み
た
。
そ
の
結
果
、ま
ず
古
本
の
乾
册（
卷
一
、卷
二
）は
凌
本
に
基
づ
く
の
に
對
し
、

諺
解
本
は
お
お
よ
そ
王
本
に
基
づ
く
と
い
う
右
の
傳
田
氏
の
指
摘
が
正
し
い
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
古
本
と
諺
解
本
そ
れ
ぞ
れ
の
卷
一
を
見
て
み
よ
う（

９
）。

＊
古
本
乾
册
・
卷
一

張
君
瑞
鬧
衟
場
雜
劇　

第
一
折

廂
記
卷
三
～
五
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
卷
三
、
卷
四
の
內
題
次
行
は
「
雲

遊（
游
）衟
人
荷
塘
凢
夫
校
㊟
」、卷
五
は「
元
大
都
關
漢
卿
續　

雲
游
衟
人
荷
塘
譯
」

と
な
っ
て
お
り
、
諺
解
本
と
同
じ
で
あ
る
。

古
本
の
曲
白
に
は
、
諺
解
本
と
同
樣
に
句
讀
點
、
﨤
り
點
、
送
り
假
名
が
付
け

ら
れ
て
お
り
、
欄
內
に
は
斷
句
さ
れ
た
雙
行
細
字
の
㊟
が
見
ら
れ
（
時
折
斷
句
さ

れ
て
い
な
い
㊟
も
見
ら
れ
る
）、
㊟
の
中
に
さ
ら
に
小
さ
い
㊟
が
入
れ
込
ま
れ
る
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、欄
外
に
は
欄
內
㊟
よ
り
も
小
さ
く
書
か
れ
た
㊟
が
見
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
古
本
に
は
時
に
諺
解
本
の
㊟
の
付
け
方
と
は
少
し
異
な
り
、
曲
文
を
切

っ
て
、
そ
の
閒
に
㊟
を
入
れ
込
む
形
式
も
見
ら
れ
る
。

兩
本
い
ず
れ
に
も
、
成
書
の
時
朞
や
「
初
稿
」
か
「
改
稿
」
か
と
い
っ
た
問
題

に
關
わ
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
傳
田
章
氏
は
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
㊟
古
本

西
廂
記
』」
に
お
い
て
、
㊟
の
複
雜
化
を
根
據
に
こ
れ
ら
二
つ
の
本
の
成
立
關
係

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ま
た
、
原
㊟
の
行
文
の
歬
後
を
い
れ
か
え
た
り
、
一
部
を
書
き
か
え
た
り
す

る
例
は
ａ
本
で
は
數
え
る
ほ
ど
し
か
例
が
な
い
が
、
ｂ
本
で
は
比
較
的
多
く

み
ら
れ
る
。（
逆
に
ａ
本
で
變
化
の
あ
る
も
の
を
ｂ
本
で
原
㊟
の
順
に
な
お
し
た
例

も
な
い
で
は
な
い
が
そ
の
數
は
少
い
。）　

ａ
、
ｂ
兩
本
い
ず
れ
に
も
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
年
次
や
「
初
稿
」
か
「
改
稿
」

か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
直
接
言
及
す
る
こ
と
ば
は
み
つ
か
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
先
後
の
判
斷
は
本
文
や
付
㊟
の
比
較
か
ら
考
え
る
ほ
か
は
な
い
の
だ

が
、
い
ま
ｂ
本
が
ａ
本
よ
り
後
の
稿
で
あ
る
と
推
定
す
る
最
大
の
理
由
は
以

上
述
べ
た
よ
う
な
㊟
の
文
の
複
雜
化
で
あ
る
。
と
も
に
王
、
凌
㊟
の
行
文
の

抄
寫
と
い
う
大
枠
で
は
變
り
は
な
い
の
だ
が
、
ｂ
本
の
㊟
の
方
が
、
比
較
的

に
手
が
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。（
筆
者
㊟
：
ａ
本
は
諺
解
本
を
、
ｂ
本
は
古
本

を
指
す
）



遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て

二
四
五

崔
鶯
鶯
夜
聽
琴
雜
劇　

第
四
折

　　
末
云 

窓
外
是
㊒
人
①
、
已
②
定
是
小
姐
、
我
將
絃
改
過
、
彈
一
曲
、
就

歌
一
篇
、
名
曰
「
鳳
求
凰
」。（
中
略
）
願
小
姐
如
㊒
③
文
君
之
意
。　
歌
曰 

㊒
美
人
兮
、
見
之
不
忘
。
一
日
不
見
兮
、
思
之
如
狂
。
鳳
飛
翩
翩
④
兮
、
四

海
求
凰
。
無
奈
佳
人
兮
、
不
在
東
牆
。
張
絃
⑤
代
語
兮
、
欲
訴
衷
腸
⑥
。

＊
諺
解
本
卷
二

第
二
折　

四
套　

寫
怨

　　末
云 

窓
外
㊒
人
①
、擬
②
定
是
小
姐
、我
將
絃
改
過
、彈
一
曲
、就
歌
一
篇
、

名
曰
「
鳳
求
凰
」。（
中
略
）
願
小
姐
㊒
③
文
君
之
意
。　
歌
曰 

㊒
美
人
兮
、

見
之
不
忘
。
一
日
不
見
兮
、
思
之
如
狂
。
鳳
飛
翺
翔
④
兮
、
四
海
求
鳳マ
マ

。
無

奈
佳
人
兮
、
不
在
東
牆
。
張
琴
⑤
代
語
兮
、
聊
寫
微
腸
⑥
。

王
本
卷
二

第
二
折　

四
套　

寫
怨

　　生
云 

窓
外
㊒
人
①
、擬
②
定
是
小
姐
、我
將
絃
改
過
、彈
一
曲
、就
歌
一
篇
、

名
曰
「
鳳
求
凰
」。（
中
略
）
願
小
姐
㊒
③
文
君
之
意
。　
歌
曰 

㊒
美
人
兮
、

見
之
不
忘
。
一
日
不
見
兮
、
思
之
如
狂
。
鳳
飛
翺
翔
④
兮
、
四
海
求
凰
。
無

奈
佳
人
兮
、
不
在
東
牆
。
張
琴
⑤
代
語
兮
、
聊
寫
微
腸
⑥
。

①
で
は
、
古
本
と
凌
本
は
「
窓
外
是
㊒
人
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
諺
解
本

と
王
本
は
「
窓
外
㊒
人
」
と
な
っ
て
い
る
。
②
で
は
、
古
本
と
凌
本
は
「
已
」
と

な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
諺
解
本
と
王
本
は
「
擬
」
と
な
っ
て
い
る
。
③
で
は
、

古
本
と
凌
本
は
「
如
㊒
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
諺
解
本
と
王
本
は
「
㊒
」

と
な
っ
て
い
る
。
④
で
は
、古
本
と
凌
本
は
「
翩
翩
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、

諺
解
本
と
王
本
は
「
翺
翔
」
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
で
は
、
古
本
と
凌
本
は
「
張
弦

（
絃
）」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、諺
解
本
と
王
本
は
「
張
琴
」
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
⑥
で
は
、
古
本
、
凌
本
は
「
欲
訴
衷
腸
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、

　　
末
云 

琴
童
料
持
①
下
晌
午
飯
。
那
裏
走
一
遭
②
便
回
來
也
。
童 

安
排
下

飯
、
撒
和
了
馬
、
等
哥
哥
回
家
。
③　
下 

凌
本
第
一
本

張
君
瑞
鬧
衟
場
雜
劇　

第
一
折

　　
末
云 
琴
童
料
持
①
下
响マ
マ

午
飯
。
那
裏
走
一
遭
②
便
回
來
也
。　
童
云 

安

排
下
飯
、
撒
和
了
馬
、
等
哥
哥
回
家
。
③　
下 

＊
諺
解
本
卷
一

第
一
折　

一
套　

遇
艷

　　末
云 

琴
童
辨
①
下
晌
午
飯
。
俺
到
那
里
走
一
遭
②
便
回
來
也
。
③　
下 

王
本
卷
一

第
一
折　

一
套　

遇
艷

　　生
云 

琴
童
辧
①
下
晌
午
飯
。
俺
到
那
里
走
一
遭
②
便
回
來
也
。
③　
下 

①
で
は
、
古
本
と
凌
本
は
「
料
持
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
諺
解
本
と
王
本

は
「
辨
（
辧
）」
と
な
っ
て
い
る
。
②
で
は
、
古
本
と
凌
本
は
「
那
裏
走
一
遭
」

と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
諺
解
本
と
王
本
は
「
俺
到
那
里
走
一
遭
」
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
③
で
は
、
古
本
と
凌
本
に
見
ら
れ
る
下
僕
の
臺
詞
が
、
諺
解
本

と
王
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

類
似
す
る
例
は
卷
二
に
も
見
ら
れ
る
。

＊
古
本
乾
册
・
卷
二

崔
鶯
鶯
夜
聽
琴
雜
劇　

第
四
折

　　
末
云 

窓
外
是
㊒
人
①
、
已
②
定
是
小
姐
、
我
將
弦
改
過
、
彈
一
曲
、
就

歌
一
篇
、
名
曰
「
鳳
求
凰
」。（
中
略
）
願
小
姐
如
㊒
③
文
君
之
意
。　
歌
曰 

㊒
美
人
兮
、
見
之
不
忘
。
一
日
不
見
兮
、
思
之
如
狂
。
鳳
飛
翩
翩
④
兮
、
四

海
求
凰
。
無
奈
佳
人
兮
、
不
在
東
牆
。
張
弦
⑤
代
語
兮
、
欲
訴
衷
腸
⑥
。

凌
本
第
二
本



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
四
六

張
君
瑞
害
相
思
雜
劇　

第
一
折

　　
　油
葫
蘆 

憔
悴
潘
郞
鬢
㊒
絲
、
杜
韋
娘
不
似
舊
時
、
帶
圍
寬
淸
減
①
了
瘦

腰
肢
。
一
箇
睡
昏
昏
不
待
觀
②
經
史
、一
箇
意
懸
懸
嬾
去
③
拈
鍼
指
④
。（
中

略
）
兩
下
裏
都
一
樣
⑤
害
相
思
。

①
で
は
、
古
本
、
諺
解
本
、
王
本
は
「
帶
圍
寬
減
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、

凌
本
は
「
帶
圍
寬
淸
減
」
と
な
っ
て
い
る
。
②
で
は
、古
本
、諺
解
本
、王
本
は
「
無

意
看
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
凌
本
は
「
不
待
觀
」
と
な
っ
て
い
る
。
③
で

は
、
古
本
、
諺
解
本
、
王
本
は
「
不
待
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
凌
本
は
「
嬾

去
」
と
な
っ
て
い
る
。
④
で
は
、
古
本
、
諺
解
本
、
王
本
は
「
針
黹
」
と
な
っ
て

い
る
の
に
對
し
、
凌
本
は
「
鍼
指
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑤
で
は
、
古
本
、

諺
解
本
、
王
本
は
「
一
樣
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
凌
本
は
「
都
一
樣
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
例
が
卷
五
ま
で
見
ら
れ
る
た
め
、
古
本
の
坤
册
（
卷
三
～
卷
五
）

は
王
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
諺
解
本
は
、
卷
一
、
卷
二
同
樣
、

卷
三
～
卷
五
に
お
い
て
も
細
部
で
凌
本
を
參
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る

が
、
全
體
的
に
見
れ
ば
王
本
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　

二

さ
て
、
歬
述
し
た
よ
う
に
、
傳
田
氏
は
諺
解
本
よ
り
古
本
の
㊟
の
ほ
う
が
複
雜

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
本
の
ほ
う
が
後
に
書
か
れ
た
本
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
し

か
し
、
遠
山
荷
塘
が
亡
く
な
っ
た
八
日
後
、
朝
川
善
庵
が
龜
井
昭
陽
に
出
し
た
書

に
次
の
よ
う
な
一
文
が
見
ら
れ
る（
（（
（

。

著
述
脫
稿
者
、
㊒
『
⺼
琴
考
』、『
西
廂
記
㊟
釋
』、『
胡
言
漢
語
』
三
部
、
諸

友
相
謀
、
行
將
上
梓
。

著
述
の
脫
稿
す
る
者
、『
⺼
琴
考
』、『
西
廂
記
㊟
釋
』、『
胡
言
漢
語
』三
部
㊒
り
、

諸
友
相
ひ
謀
り
、
行
ゆ
く
ゆ
く

將
に
上
梓
せ
ん
と
す
。

諺
解
本
、
王
本
は
「
聊
寫
微
腸
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
例
か
ら
、
古
本
の
乾
册
（
卷
一
、
卷
二
）
は
凌
本
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
諺
解
本
の
卷
一
、
卷
二
は
細
部
で
凌
本
を
參
考
に
し
た

と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
（
襯
字
の
取
捨
選
擇
や
、
王
本
の
「
生
」
を
凌
本
の
「
末
」

に
變
え
る
等
）
が
、
基
本
的
に
は
王
本
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
折

の
分
け
方
や
標
目
の
付
け
方
か
ら
も
、
諺
解
本
の
卷
一
、
卷
二
は
王
本
に
、
古
本

の
乾
册
は
凌
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
坤
册
に
な
る
と
、
古
本
の
體
裁
は
一
變
し
、
諺
解
本
と
同
じ
く
、
王
本

に
基
づ
く
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
卷
三
か
ら
例
を
擧
げ
る
。

＊
古
本
坤
册
・
卷
三

第
三
折　

一
套　

傳
書

　　
　油
葫
蘆 

憔
悴
潘
郞
鬢
㊒
絲
、
杜
韋
娘
不
似
舊
時
、
帶
圍
寬
減
①
了
瘦
腰

肢
。
一
箇
睡
昏
昏
無
意
看
②
經
史
、一
箇
意
懸
懸
不
待
③
拈
針
黹
④
。（
中
略
）

雨マ
マ

下
里
一
樣
⑤
害
相
思
。

＊
諺
解
本
卷
三

第
三
折　

一
套　

傳
書

　　
　油
葫
蘆 

憔
悴
潘
郞
鬢
㊒
絲
、
杜
韋
娘
不
似
舊
時
、
帶
圍
寬
減
①
了
瘦
腰

肢
。
一
箇
睡
昏
昏
無
意
看
②
經
史
、一
箇
意
懸
懸
不
待
③
拈
針
黹
④
。（
中
略
）

兩
下
里
一
樣
⑤
害
相
思
。

王
本
卷
三

第
三
折　

一
套　

傳
書

　　
　油
葫
蘆 

憔
悴
潘
郞
鬢
㊒
絲
、
杜
韋
娘
不
似
舊
時
、
帶
圍
寬
減
①
了
瘦
腰

肢
。
一
箇
睡
昏
昏
無
意
看
②
經
史
、一
箇
意
懸
懸
不
待
③
拈
針
黹
④
。（
中
略
）

兩
下
里
一
樣
⑤
害
相
思
。

凌
本
第
三
本



遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て

二
四
七

第
一
折　

二
套　

投
禪

　　五
煞 

小
姐
年
紀
小
、
性
氣
剛
。
張
郞
儻
得
相
親
傍
、
乍
相
逢
厭
見
何
郞
粉
、

看
邂
逅
偸
將
韓
壽
香
。
纔
到
是
未
得
風
流
況
、
成
就
了
會
溫
存
的
嬌
婿
、
怕

甚
麼
能
拘
束
的
親
娘
。〔
①
「
乍
相
逢
厭
見
何
郞
粉
」、應
「
年
紀
小
性
氣
剛
」

句
。「
看
邂
逅
偸
將
韓
壽
香
」、
應
「
張
郞
倘
得
相
親
傍
」
句
。
大
約
言
鶯
鶯

年
小
性
剛
、
未
得
風
流
之
情
況
、
故
尙
厭
畏
於
我
、
看
我
得
親
傍
而
一
竊
其

香
之
後
、
彼
自
然
愛
我
溫
存
不
暇
、
而
尙
肯
懼
夫
人
之
拘
束
耶
。〕

こ
の
「
五
煞
」
と
い
う
曲
に
對
す
る
㊟
は
す
べ
て
王
㊟
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、

兩
書
を
見
比
べ
る
と
、
朙
ら
か
に
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
①
の
箇
所
で
、

古
本
で
は
記
述
が

略
で
あ
り
（
諺
解
本
で
「
乍
相
逢
厭
見
何
郞
粉
」
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
、
古
本
で
は
「
乍
相
逢
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
）、「
王
云
」
の
二
文
字
も
見

ら
れ
る
の
に
對
し
、
諺
解
本
で
は
記
述
は
そ
の
ま
ま
王
㊟
が
寫
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、「
王
云
」
が
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
卷
二
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

＊
古
本
乾
册
・
卷
二

崔
鶯
鶯
夜
聽
琴
雜
劇　

第
三
折

　　雙
調　
　五供
養 

若
不
是
張
解
元
識
人
多
、
別
一
箇
怎
退
干
戈
。
排
着
酒
果
、

列
着
笙
歌
。
篆
𤇆
微
、
芲
香
細
、
散
滿
東
風
簾
幕
。
救
了
昝
全
家
禍
、
殷
勤

呵
正
禮
、欽
敬
呵
當
合
。〔「
幕
」
叶
「
磨
」、「
合
」
叶
「
何
」。

云
①
、「『
篆

𤇆
』、香
𤇆
也
、歬
一
析マ
マ

中
已
㊒
辨
正
。
徐
本
妄
改
『
串
𤇆
』、而
王
歬
亦
作
『
篆

𤇆
』、
而
此
忽
從
『
串
𤇆
』、
且
引
『
梧
桐
雨
』、『
漢
宮
秋
』
諸
劇
及
散
套
爲

證
。
及
査
彼
本
、仍
是
『
篆
』
字
、不
知
何
僻
而
必
欲
强
更
之
、以
申
徐
說
。」

王
云
②
、「
末
二
句
言
殷
勤
欽
敬
、
於
禮
當
合
也
。
董
詞
、『
落
落マ
マ

薰
砌
、
香

滿
東
風
簾
幕
。』」〕

＊
諺
解
本
卷
二

ま
た
、
遠
山
荷
塘
が
亡
く
な
っ
た
一
年
後
の
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
朝
川

善
庵
が
書
い
た
「
荷
塘
衟
人
圭
公
傳
碑
」（
以
下
「
傳
碑
」
と
呼
ぶ
）
に
次
の
よ
う

に
あ
る（

（（
（

。
著
書
滿
家
、
率
未
卒
業
。
其
僅
脫
稿
者
、『
北
西
廂
記
㊟
釋
』、『
⺼
琴
考
』、

『
胡
言
漢
語
考
』
數
部
耳
。

著
書 

家
に
滿
つ
る
も
、
率お
ほ
む

ね
未
だ
業
を
卒を

へ
ず
。
其
の
僅
か
に
脫
稿
す
る

は
、『
北
西
廂
記
㊟
釋
』、『
⺼
琴
考
』、『
胡
言
漢
語
考
』
數
部
の
み
。

こ
れ
ら
の
㊮
料
か
ら
、『（
北
）
西
廂
記
㊟
釋
』
は
閒
違
い
な
く
脫
稿
し
た
も
の
だ

と
分
か
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
乾
册
で
は
凌
本
の
體
裁
を
、
坤
册
で
は
王
本
の
體
裁

を
採
る
古
本
は
、
脫
稿
し
た
本
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
さ
ら
に
兩
書
の
㊟
文
に
つ
い
て
も
校
勘
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
諺
解
本
は
古
本
よ
り
も
歬
後
の
⻝
い
違
い
が
少
な
く
、
完
成
度
が
高
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
諺
解
本
は
古
本
よ
り
後
に
書
か
れ
た
本
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
例
を
擧
げ
て
說
朙

す
る
。

　

ま
ず
、
兩
書
の
卷
一
に
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

＊
古
本
乾
册
・
卷
一

張
君
瑞
鬧
衟
場
雜
劇　

第
二
折

　　五
煞 

小
姐
年
紀
小
、
性
氣
剛
。
張
郞
倘
得
相
親
傍
、
乍
相
逢
厭
見
何
郞
粉
、

看
邂
逅
偸
將
韓
壽
香
。
纔
到
是
未
得
風
流
況
、
成
就
了
會
溫
存
的
嬌
婿
、
怕

甚
麼
能
拘
束
的
親
娘
。〔
王
云
、①
「『
乍
相
逢
』
句
、應
『
年
紀
小
』
句
。『
看

邂
逅
』
句
、
應
『
張
郞
』
句
。
大
約
言
鶯
年
小
氣
剛
、
未
得
風
流
之
情
況
、

故
尙
厭
畏
於
我
、
看
我
得
親
傍
而
一
竊
其
香
之
後
、
彼
自
然
愛
我
溫
存
不
暇
、

而
尙
肯
懼
夫
人
之
拘
束
耶
。」〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
諺
解
本
卷
一
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不
對
。」〕
①
春
恨
壓
眉
尖
、
若
得
靈
犀
一
點
、
敢
醫
可
了
病
懨
懨
。
②
〔
中

略
〕　
旦
云 

紅
娘
去
了
、
看
他
回
來
說
甚
麼
話
、
我
㊒
主
意
。
下 　
末
上 

云 

害
殺
小
生
也
。
自
那
夜
聽
琴
之
後
、
再
不
能
勾
見
俺
那
小
姐
。（
中
略
）

　
　紅上
云 

奉
小
姐
言
語
、
着
我
去
看
張
生
、
須
索
走
一
遭
。

　

＊
諺
解
本
卷
三

第
三
折　

一
套　

傳
書

　　
仙
呂　
　賞
芲
時 

俺
姐
姐
鍼
線
無
心
不
待
拈
、
脂
粉
香
消
懶
去
𣷹
。
①
春

恨
壓
眉
尖
、
若
得
靈
犀
一
點
、
敢
醫
可
了
病
懨
懨
。
下 

②
〔
中
略
〕　
旦
云  

紅
娘
去
了
、
看
他
回
來
說
甚
麼
話
、
我
㊒
主
意
。
下　
　末上
云 

害
殺
小
生
也
。

自
那
夜
聽
琴
之
後
、
再
不
能
勾
見
俺
那
小
姐
。（
中
略
）　
　紅
上
云 

奉
小
姐

言
語
、
着
我
去
看
張
生
、
須
索
走
一
遭
。

曲
文
の
「
脂
粉
香
消
」
は
凌
本
に
從
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
①
の
と
こ
ろ
で
、
古

本
は
「
𣷹
」
字
の
後
ろ
で
一
旦
文
を
切
り
、
王
㊟
を
入
れ
て
い
る
（
傍
線
を
付
し

た
箇
所
）。
そ
の
㊟
に
よ
る
と
、「
脂
粉
香
消
」
は
古
本
で
は
な
く
、
今
の
版
本
に

見
ら
れ
る
表
現
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
遠
山
荷
塘
は
自
ら
が
校
㊟
し
た
『
西
廂

記
』
を
古
本
と
名
付
け
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
自
身
が
從
っ
た
曲
文
が
古
本
の
も
の

で
は
な
い
と
指
摘
す
る
王
伯
良
の
㊟
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
と
い
う
矛
盾
を
犯
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
諺
解
本
を
作
る
時
に
は
こ
の
㊟
を
削
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
②
の
と
こ
ろ
で
、
古
本
に
は
「
下
」
と
い
う
退
場
を
指
示
す
る
こ

と
ば
は
見
ら
れ
な
い
が
、
諺
解
本
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
歬
後
の
流
れ
を
考
え

れ
ば
、紅
娘
は
こ
の
一
曲
を
歌
っ
た
後
に
退
場
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
下
」

と
書
く
の
が
妥
當
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
遠
山
荷
塘
は
諺
解
本
を
作
る
時
に
そ
れ
を

補
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
王
㊟
に
せ
よ
、「
下
」
と
い
う
指
示
に
せ
よ
、
辻

褄
を
合
わ
せ
る
た
め
の
修
正
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
第
四
折
の
一
套
に
、
諺
解
本
が
古
本
の
誤
字
を
修
正
す
る
次
の
よ
う

第
二
折　

三
套
〔
今
本
第
七
折
〕
負
盟

　　雙
調　
　五供
養 

若
不
是
張
解
元
識
人
多
、
別
一
箇
怎
退
干
戈
。
排
着
酒
果
、

列
着
笙
歌
。
篆
𤇆
微
、
芲
香
細
、
散
滿
東
風
簾
幕
。
救
了
昝
全
家
禍
、
殷
勒マ
マ

呵
正
禮
、欽
敬
呵
當
合
。〔「
幕
」
叶
「
磨
」、「
合
」
叶
「
何
」。
○
①
「
篆
𤇆
」、

徐
本
妄
改
「
串
𤇆
」、歬
一
折
己マ
マ

㊒
辨
。
王
歬
亦
作
「
篆
𤇆
」、而
此
忽
從
「
串

𤇆
」、
且
引
「
梧
桐
雨
」、「
漢
宮
秋
」
諸
劇
爲
證
。
及
査
彼
本
、
仍
是
「
篆
」

字
、
不
知
何
解
而
必
欲
强
更
之
、
以
申
徐
說
。
②
末
二
句
言
殷
勒マ
マ

欽
敬
、
於

禮
當
合
也
。
董
詞
、「
落
芲
薰
砌
、
香
滿
東
風
簾
幕
。」〕

こ
の
「
五
供
養
」
と
い
う
曲
に
對
す
る
㊟
に
は
王
㊟
と
凌
㊟
の
兩
方
が
見
ら
れ
る
。

①
で
は
、
古
本
に
は
「

云
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
對
し
、
諺
解
本
に
は
そ
れ

が
見
ら
れ
ず
、
②
で
は
、
古
本
に
は
「
王
云
」
の
二
字
が
見
ら
れ
る
の
に
對
し
、

諺
解
本
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。
遠
山
荷
塘
は
、
古
本
の
後
改
め
て
諺
解
本
を

作
る
際
に
、「
王
云
」、「

云
」
を
削
っ
て
自
ら
校
㊟
を
施
し
た
か
の
よ
う
な
書

き
方
を
す
る
こ
と
で
、
全
體
の
統
一
を
圖
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
改
め
て
述
べ
る
。

　

古
本
の
第
三
折
と
第
四
折
で
は
、
本
文
を
區
切
っ
て
そ
の
閒
に
㊟
を
入
れ
る
例

が
何
箇
所
か
あ
り
、㊟
の
付
け
方
が
諺
解
本
よ
り
複
雜
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

古
本
は
諺
解
本
よ
り
後
に
書
か
れ
た
本
だ
と
傳
田
氏
は
考
え
る
。
だ
が
む
し
ろ
、

諺
解
本
は
こ
う
し
た
古
本
の
㊟
を
削
っ
た
り
、
欄
外
に
移
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
も
と
の
⻝
い
違
い
や
誤
り
を
修
正
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
、
兩
書
の
第
三
折
の
一
套
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

＊
古
本
坤
册
・
卷
三

第
三
折　

一
套　

傳
書

　　
仙
呂　
　賞
芲
時 

俺
姐
姐
鍼
線
無
心
不
待
拈
、
脂
粉
香
消
懶
去
𣷹
。〔
王
云
、

「
古
本
『
胭
粉
』、較
今
作
『
脂
粉
』
似
俊
、今
本
作
『
香
消
』、與
上
『
無
心
』



遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て

二
四
九

朙
來
。
空
調
眼
色
經
今
半
載
、
這
其
閒
委
實
難
捱
。

（
欄
外
）〔「
恁
」
音
「
飥
」、
受
也
。「
捱
」、
延
捱
也
。〕

古
本
で
は
、
曲
文
の
一
句
目
「
恁
的
般
惡
搶
白
」
の
後
ろ
に
、
王
本
に
見
ら
れ
る

「『
恁
』
音
『
飥
』、受
く
る
な
り
。『
捱
』、延
捱
な
り
。」
と
い
う
㊟
釋
を
入
れ
る
が
、

そ
の
「
捱
、
延
捱
な
り
」
は
、
朙
ら
か
に
曲
文
の
最
後
に
見
え
る
「
捱
」
字
に
對

す
る
㊟
で
あ
る
た
め
、
古
本
の
㊟
の
付
け
方
に
は
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
捱
」

字
は
古
本
で
は
誤
っ
て
「
握
」
字
に
作
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
遠
山
荷
塘
は
諺
解

本
を
作
る
時
に
「
握
」
を
「
捱
」
に
修
正
し
、
ま
た
、
そ
の
㊟
を
欄
外
に
移
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
じ
く
第
四
折
の
一
套
に
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

＊
古
本
坤
册
・
卷
四

第
四
折　

一
套　

就
歡

　　
　柳
葉
兒 

我
將
儞
做
心
肝
兒
般
看
待
、
點
汚
了
姐
姐
淸
白
。
小
生
忘
飧
廢

寢
舒
心
害
、
若
不
是
眞
心
耐
、
志
誠
捱
、
怎
能
勾
這
相
思
若マ
マ

盡
甘
來
。〔
連

上
曲
看
、
首
三
語
亦
墮
惡
境
。「
舒
心
害
」、
放
心
受
害
也
。
聖
歎
云
、「
點

汚
了
小
姐
淸
白
、此
其
語
可
知
也
。
聖
歎
更
不
說
也
。」余
亦
不
說
也
。
徐
云
、

「
此
處
語
意
少
露
、
殊
無
蘊
藉
。
昔
人
㊒
濃
鹽
赤
醬
之
誚
、
信
夫
。」〕　

＊
諺
解
本
卷
四

第
四
折　

一
套　

就
歡

　　
　柳
葉
兒 

我
將
儞
做
心
肝
兒
般
看
侍マ
マ

、
點
汚
了
姐
姐
淸
白
。
小
生
忘
飧
廢

寢
舒
心
害
、
若
不
是
眞
心
耐
、
志
誠
捱
、
怎
能
勾
這
相
思
苦
盡
甘
來
。〔
連

上
曲
看
、
首
三
語
亦
墮
惡
境
。「
舒
心
害
」、
放
心
受
害
也
。
聖
歎
云
、「
點

汚
了
小
姐
淸
白
、
此
其
語
可
知
也
。
聖
歎
更
不
說
也
。」
余
亦
不
說
也
。〕

（
欄
外
）〔
徐
云
、「
此
處
語
意
少
露
、
殊
無
蘊
藉
。
昔
人
㊒
濃
鹽
赤
醬
之
誚
、

信
夫
。」〕

な
例
が
見
ら
れ
る
。

＊
古
本
坤
册
・
卷
四

第
四
折　

一
套　

就
歡

　　
　天
下
樂 
我
則
索
倚
定
門
兒
手
托
腮
、
好
着
我
難
猜
、
來
也
那
不
來
。
夫

人
行
料
應
難
離
側
。

得
人
眼
欲
穿
、
想
得
人
心
越
窄
、
多
管
是
冤
家
不
自

在
。〔「
穿
」
與
「
側
」
同
叶
。（
後
略
）〕

＊
諺
解
本
卷
四

第
四
折　

一
套　

就
歡

　　
　天
下
樂 

我
則
索
倚
定
門
兒
手
托
腮
、
好
着
我
難
猜
、
來
也
那
不
來
。
夫

人
行
料
應
難
離
側
。

得
人
眼
欲
穿
、
想
得
人
心
越
窄
、
多
管
是
冤
家
不
自

在
。〔「
窄
」
與
「
側
」
同
叶
。（
後
略
）〕

右
に
見
ら
れ
る
音
㊟
は
、
王
本
で
は
「
窄
與
側
同
叶
」
と
な
っ
て
お
り
、
曲
文
の

六
句
目
「
想
得
人
心
越
窄
」
の
「
窄
」
字
に
對
す
る
說
朙
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
古

本
で
は
、誤
っ
て
一
つ
歬
の
句
に
見
え
る
「
穿
」
の
字
を
書
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、

諺
解
本
で
は
そ
れ
を
修
正
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
諺
解
本
の
第
四
折
に
は
、
古
本
の
㊟
を
欄
外
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

古
本
の
誤
り
を
修
正
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

＊
古
本
坤
册
・
卷
四

第
四
折　

一
套　

就
歡

　　
　鵲
踏
枝 

恁
的
般
惡
搶
白
、〔「
恁
」
音
「
飥
」、
受
也
。「
握
」、
廷
握
也
。〕

竝
不
曾
記
心
懷
。
怎
得
箇
意
轉
心
回
、
夜
去
朙
來
。
空
調
眼
色
經
今
半
載
、

這
其
閒
委
實
難
捱
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
諺
解
本
卷
四

第
四
折　

一
套　

就
歡

　　
　鵲
踏
枝 

恁
的
般
惡
搶
白
、
竝
不
曾
記
心
懷
。
怎
得
箇
意
轉
心
回
、
夜
去
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國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
五
〇

づ
き
作
ら
れ
て
い
た
古
本
は
、
坤
册
か
ら
は
王
本
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
完
成
後
、
さ
ら
に
改
稿
と
し
て
諺
解
本
が
編
み
直
さ
れ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
本
の
內
題
が
乾
册
（
卷
一
、
卷
二
）
の
「
校
㊟
西
廂
記
」
か

ら
坤
册
（
卷
三
～
五
）
の
「
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
」
の
「
諺
解
校
㊟
」
へ
と
變

わ
っ
た
の
は
、こ
う
し
た
底
本
の
變
更
が
關
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、「
諺

解（
＝
口
語
的
な
解
釋
）」と
い
う
書
名
が
表
す
よ
う
に
、荷
塘
は
王
本
に
基
づ
い
て
、

『
西
廂
記
』
に
分
か
り
や
す
い
校
㊟
を
施
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

諺
解
本
を
作
る
時
に
、
古
本
に
も
と
も
と
見
ら
れ
た
曲
文
と
㊟
の
⻝
い
違
い
を
修

正
し
た
だ
け
で
な
く
、
古
本
乾
册
の
㊟
に
見
ら
れ
た
「
王
云
」、「

云
」
と
い
っ

た
こ
と
ば
を
削
り
、
い
く
つ
か
の
㊟
を
織
り
交
ぜ
て
付
け
る
な
ど
し
て
、
自
ら
が

㊟
を
施
し
た
か
の
よ
う
な
書
き
方
に
變
え
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三

筆
者
は
、
遠
山
荷
塘
が
古
本
の
底
本
を
坤
册
か
ら
王
本
に
變
え
た
理
由
は
、
江

戶
で
行
っ
た
會
讀
や
講
義
に
お
い
て
、
原
文
を
唐
音
で
發
音
す
る
た
め
だ
っ
た
と

考
え
る
。

遠
山
荷
塘
は
江
戶
に
移
っ
た
後
、『
西
廂
記
』、『
琵
琶
記
』の
ほ
か
に
、『
水
滸
傳
』、

『
金
甁
梅
』
の
講
義
や
會
讀
も
行
っ
て
い
た
。
川
島
優
子
氏
は
、「
江
戶
時
代
に
お

け
る
白
話
小
說
の
讀
ま
れ
方―

鹿
兒
島
大
學
付
屬
圖
書
館
玉
里
文
庫
藏『
金
甁
梅
』

を
中
心
と
し
て―

」
に
お
い
て
、「『
金
甁
梅
』
の
讀
書
會
で
も
、
長
崎
留
學
で
中

國
語
を
マ
ス
タ
ー
し
た
遠
山
荷
塘
先
生
に
よ
っ
て
唐
音
の
音
讀
、
或
い
は
發
音
の

指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。」
と
指
摘
し
て
い
る（
（（
（

。

　

ま
た
、
廣
瀨
旭
莊
の
『
日
閒
鎻
事
備
忘
』
弘
化
二
年
七
⺼
六
日
の
條
に
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る（
（（
（

。

松
岡
古
春
嘗
謂
余
曰
、「
圭
師
之
東
、
龜
先
生
屬
諸
某
。
某
周
旋
善
菴
諸
老

古
本
の
㊟
の
最
後
に
見
ら
れ
る
徐
㊟
（
傍
線
を
付
し
た
箇
所
）
は
凌
本
か
ら
の
引
用

で
あ
る
が
、
實
は
そ
の
㊟
は
、
歬
の
段
落
に
見
ら
れ
る
「
後
庭
芲
」
と
い
う
曲
に

つ
い
て
の
㊟
で
あ
る
た
め
、
諺
解
本
で
は
こ
の
一
文
を
欄
外
に
移
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
卷
五
に
も
、
辻
褄
を
合
わ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
修
正
が
見
ら
れ
る
。

＊
古
本
坤
册
・
卷
五

第
五
折　

一
套　

報
第

　　
　醋
葫
蘆 

儞
逐
宵
野
店
上
宿
、
休
敎
包
袱
做
枕
頭
、
怕
油
脂
膩
展
汚
了
恐

難
酬
。
儻
或
水
侵
雨
濕
休
便
扭
、
我
則
怕
乾
時
節
熨
不
開
褶
皺
。
一
樁
樁
一

件
件
細
收
留
。〔
王
云
、「『
油
脂
』
上
元
㊒
『
怕
』
字
、
與
下
『
恐
』
字
礙
、

今
去
之
。『
油
脂
展
汚
恐
難
酬
』、
言
展
汚
則
難
以
酬
贈
人
也
。（
後
略
）」〕

＊
諺
解
本
卷
五

第
五
折　

一
套　

報
第

　　
　醋
葫
蘆 

儞
逐
宵
野
店
上
宿
、
休
敎
包
袱
做
枕
頭
、
怕
油
脂
膩
展
汚
了
恐

難
酬
。
儻
或
水
侵
雨
濕
休
便
扭
、
我
則
怕
乾
時
節
熨
不
開
褶
皺
。
一
樁
樁
一

件
件
細
收
留
。〔「
油
脂
展
汚
恐
難
酬
」、言
展
汚
則
難
以
酬
贈
人
也
。（
後
略
）〕

曲
文
の
三
句
目
に
見
ら
れ
る
「
怕
」
の
字
は
凌
本
に
從
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
凌

本
は
こ
の
曲
に
㊟
を
付
し
て
い
な
い
た
め
、
荷
塘
は
王
本
の
㊟
を
引
用
し
た
。
古

本
の
王
㊟
に
は
、「
怕
」
字
が
同
じ
句
の
中
の
「
恐
」
字
と
重
複
す
る
た
め
、
こ

れ
を
消
し
た
と
い
う
一
文
（
傍
線
を
付
し
た
箇
所
）
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
、
諺
解

本
を
作
る
際
に
は
紛
ら
わ
し
く
な
い
よ
う
に
消
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

傳
田
氏
は
古
本
卷
三
～
五
は
諺
解
本
卷
三
～
五
の
「
淸
書
」
だ
と
言
う（
（（
（

。
だ
が
、

右
に
擧
げ
た
例
の
よ
う
に
、
曲
文
に
挾
ま
れ
た
㊟
を
欄
外
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て

元
の
誤
り
を
修
正
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
諺
解
本
の
後

に
古
本
が
作
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
逆
に
、
も
と
も
と
乾
册
で
は
凌
本
に
基



遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て

二
五
一

音
「
吝
」、
非
。「
㖔
」
音
見
歬
、
古
㊟
音
「
吞
」、
去
聲
、
非
。「
稟
」、
筆

錦
反
、
俗
音
「
丙
」、
非
。「
禁
」、
平
聲
。（
中
略
）「
稟
」
字
亦
屬
閉
口
、

在
庚
淸
韻
、
下
「
忘
恩
」、
元
不
用
韻
。〕

發
音
だ
け
で
な
く
、
押
韻
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
說
朙
す
る
王
㊟
は
、
講
義
や
會
讀

を
行
う
者
に
と
っ
て
大
變
貴
重
な
㊮
料
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
遠
山
荷
塘
は
王
本
を
入

手
し
た
後
、
主
に
王
、
凌
兩
本
に
基
づ
い
て
古
本
の
乾
册
に
㊟
を
付
し
た
が
、
王

本
で
音
㊟
が
付
け
ら
れ
て
い
る
文
字
が
、
時
々
凌
本
の
曲
文
に
は
見
え
な
い
た
め

（
例
え
ば
右
の
「
天
下
樂
」
に
見
え
る
「
蹋
」
字
等
）、
坤
册
か
ら
は
王
本
に
基
づ
く
方

針
に
轉
換
し
た
。
そ
し
て
、
古
本
の
乾
册
（
卷
一
～
卷
二
）
を
改
め
て
王
本
に
基

づ
い
て
作
り
直
し
、
さ
ら
に
王
本
に
基
づ
き
書
い
た
古
本
の
坤
册
（
卷
三
～
卷
五
）

に
も
修
正
を
加
え
て
諺
解
本
を
編
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
遠
山
荷
塘
は
江
戶
で
『
金
甁
梅
』
の
讀
書
會
に
參
加
し

て
い
た
。
こ
の
時
の
彼
の
發
言
が
、
鹿
兒
島
大
學
附
屬
圖
書
館
玉
里
文
庫
所
藏
の

『
金
甁
梅
』（
以
下
「
玉
里
本
」
と
呼
ぶ
）
か
ら
確
認
で
き
る（
（（
（

。

玉
里
本
に
は
『
西
廂
記
』
に
關
す
る
㊟
が
し
ば
し
ば
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
㊟
が
諺
解
本
や
古
本
と
關
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
從
來
の
硏

究
で
は
指
摘
が
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
こ
れ
に
關
し
て
調
査
を
行
っ

た
。
ま
ず
、
第
一
回
の
三
四
丁
の
欄
外
に
、「
金
蓮
」
と
い
う
言
葉
に
對
し
て
付

さ
れ
た
次
の
よ
う
な
㊟
が
見
ら
れ
る
。

三
寸
ノ
金
蓮
ト
ハ
三
寸
ノ
ア
シ
ト
云
ヿ
也
。

『
南
史
』
齊
東
昏
侯
、「
鑿
金
爲
蓮
芲
貼
地
、
令
潘
妃
行
其
上
、
曰
、『
此
步

步
生
金
蓮
也
。』」
故
今
稱
婦
人
行
曰
「
金
蓮
步
」
云
云
。『
西
廂
記
』
ノ
典

釋
ニ
ミ
ユ
。

そ
し
て
、
古
本
乾
册
・
卷
一
の
第
二
折
の
「
三
煞
」
に
は
、「
翠
裙
鴛
繡
金
蓮
小
」

と
い
う
曲
文
に
對
す
る
次
の
よ
う
な
㊟
が
見
ら
れ
る
。

之
閒
爲
之
先
容
。
聲
名
稍
噪
、
遂
以
華
音
寵
於
薩
老
侯
榮
翁
公
。」

松
岡
古
春
嘗
て
余
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
圭
師 

東
に
之ゆ

き
し
と
き
、
龜
先
生 

諸こ
れ

を
某
に
屬
す
。
某 

善
菴
諸
老
の
閒
を
周
旋
し
て
之
が
爲た
め

に
先
容
す
。
聲

名
稍
く
噪
ぎ
、
遂
に
華
音
を
以
て
薩
老
侯
榮
翁
公
に
寵
せ
ら
る
」
と
。

唐
音
が
で
き
た
こ
と
は
、當
時
の
荷
塘
に
㊒
利
に
働
い
た
。
そ
の
た
め
、彼
は
『
西

廂
記
』
の
講
義
や
會
讀
で
も
、
長
崎
で
學
ん
だ
唐
話
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
西
廂
記
』
は
元
雜
劇
の
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
の
歌
は
普
段
の
發
音
で
は

な
く
、
他
の
聲
調
や
發
音
で
讀
む
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
古
本
を
標
榜
す
る
王

本
で
は
、
殆
ど
の
曲
文
の
後
ろ
に
發
音
す
る
際
に
㊟
意
が
必
要
な
字
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
音
㊟
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
各
套
の
後
に
そ
の
中
の
曲
に
關
す
る
出

典
の
考
證
や
押
韻
の
法
則
等
の
詳
細
な
㊟
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
荷
塘
に
と

っ
て
、
大
變
役
に
立
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
王
本
を
入
手
し
て
か
ら
は

こ
れ
に
基
づ
き
、そ
の
㊟
を
自
身
の
『
西
廂
記
』
に
取
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
諺
解
本
第
二
折
（
卷
二
）
の
一
套
「
解
圍
」
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見

ら
れ
る
。

　　
　天
下
樂 

我
則
索
蹋
伏
定
鮫
綃
枕
頭
兒
上
盹
。
但
出
閨
門
、
影
兒
也
似
不

離
身
。
這
些
時
恁
般
隄
備
人
。
小
梅
香
伏
侍
的
勒マ
マ

、
老
夫
人
拘
繫
的
緊
、
則

怕
女
孩
兒
家
折
了
氣
分
。〔「
蹋
」
音
「
塔
」。「
盹
」
音
「
敦
」、上
聲
。「
分
」、

去
聲
。（
後
略
）〕

「
蹋
」、「
盹
」、「
分
」
に
對
す
る
音
㊟
は
す
べ
て
王
本
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、

第
三
折
（
卷
三
）
の
四
套
「
訂
約
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
王
本
か
ら
の
引
用
が
見

ら
れ
る
。

　　
　鬼
三
臺 

足
下
其
實
啉
、
佯
粧
㖔
。
儞
箇
風
魔
翰
林
、
無
處
問
佳
音
、
向

帖
兒
行
計
稟
。
得
箇
紙
條
兒
恁
般
綿
裏
針
、
見
那
玉
天
仙
怎
生
軟
廝
禁
。

俺
小
姐
正
合
忘
恩
、
赤
緊
的
僂
人
負
心
。〔「
啉
」
音
「
林
」、
去
聲
、
古
㊟



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
五
二

と
こ
ろ
で
、「
金
蓮
」
と
い
う
こ
と
ば
を
解
釋
す
る
㊟
が
諺
解
本
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
『
西
廂
記
』
の
講
義
が
學
問
的
水
準
の
高
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。「
傳
碑
」
に
よ
る
と
、
遠
山
荷
塘
の
講
義
に
參

加
し
た
者
の
中
に
は
朝
川
善
庵
や
大
窪
詩
佛
と
い
っ
た
、
當
時
の
名
高
い
漢
學
者

が
名
を
連
ね
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
荷
塘
は
一
一
の
言
葉
の
意
味
を
解
釋
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
諺
解
本
卷
二
の
內
題
に
は
「
讀
西
廂
記
卷
之

二
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
實
際
に
講
義
に
使
わ
れ
た
本
は
古
本
で
は
な

く
、
發
音
や
韻
律
、
方
言
な
ど
の
難
解
な
部
分
だ
け
を
說
朙
す
る
諺
解
本
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

諺
解
本
の
完
成
し
た
時
朞
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
龜
井
昭
陽
が
遠
山
荷
塘
の
二
通
の
書

に
對
し
て
書

い
た
﨤
書
（「
與
圭
上
人
」）
に
「『
西
廂
記
』
上
梓
。
何
等
盛
擧
。」（『
西
廂
記
』
上

梓
せ
ら
る
。
何
等
盛
擧
な
る
。）
と
あ
る
こ
と
か
ら（
（（
（

、
文
政
九
年
一
⺼
頃
に
は
既
に

完
成
し
て
い
た
か
、
或
い
は
完
成
に
近
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
文

政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
譯
解
笑
林
廣
記
』
の
奧
付
に
「
諺
解

校
㊟
古
本
北
西
廂
記　

元
王
實
甫
塡
詞
、
荷
塘
先
生
㊟
釋　

近
刻
」
と
書
い
て
あ

る
こ
と
か
ら（

（（
（

、
文
政
十
二
年
ま
で
に
は
そ
う
し
た
狀
態
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。諺

解
本
の
編
纂
に
は
、
日
本
に
唐
話
學
習
及
び
中
國
俗
文
學
を
廣
め
、
そ
れ
に

よ
っ
て
自
身
の
功
績
を
殘
し
た
い
と
い
う
遠
山
荷
塘
の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
彼
と
親
交
の
あ
っ
た
龜
井
昭
陽
や
廣
瀨
淡
窓
一
門
は
唐
音
や

中
國
の
俗
文
學
に
大
變
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
學
習
に
意
欲
を
示
し
て

い
た（
（（
（

。
ま
た
、「
傳
碑
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

金
蓮
、
齊
東
昏
侯
、
鑿
金
爲
蓮
芲
貼
地
、
令
潘
妃
行
其
上
、
曰
、「
此
步
步

生
蓮
芲
也
。」
故
今
稱
婦
人
行
曰
「
金
蓮
步
」
或
直
稱
「
脚
」。（
後
略
）

こ
こ
か
ら
、
玉
里
本
に
見
ら
れ
る
「『
西
廂
記
』
ノ
典
釋
」
は
古
本
の
㊟
釋
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
一
方
で
、
同
回
の
第
一
四
丁
に
見
ら
れ
る
「
咱
到

日
後
」
と
「
俺
爹
」
に
對
す
る
欄
外
㊟
は
、

『
西
廂
記
』
典
釋
、

　
咱 

音
査
、「
咱
每
」
猶
言
「
我
們
」
也
。
北
人
呼
「
我
」
曰
「
咱
」、
義
與

「
俺
」
同
。

　
俺 

北
人
自
稱
曰
「
俺
」、
猶
「
我
們
」
也
。

と
、
諺
解
本
と
古
本
に
似
た
㊟
は
あ
る
も
の
の
、
完
全
に
一
致
す
る
も
の
が
見
ら

れ
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
古
本
を
參
考
に
し
た
と
は
言
え
な
い
。

　

古
本
だ
け
で
な
く
、
諺
解
本
に
も
、
玉
里
本
と
一
致
す
る
㊟
が
見
ら
れ
る
。
玉

里
本
第
六
回
の
第
五
丁
に
見
え
る
「
葫
蘆
提
」
に
つ
い
て
、
欄
外
に
「
葫
蘆
提
、

方
言
糊
塗
之
意
、
又
猶
云
不
朙
白
。」
と
あ
り
、
諺
解
本
の
第
一
折
（
卷
一
）
第

四
套
の
「
鴛
鴦
煞
」
に
こ
れ
と
一
致
す
る
㊟
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
第
五
七
回
の
一
一
丁
に
見
え
る
「
伽
藍
」
に
つ
い
て
、
欄
外

㊟
に
「『
西
廂
記
』
㊟
、『
佛
家
稱
護
法
者
曰
『
伽
藍
』。』」
と
あ
り
、
諺
解
本
や

古
本
以
外
の
『
西
廂
記
』
テ
キ
ス
ト
を
引
用
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

德
田
武
氏
は
、
玉
里
本
に
引
か
れ
る
語
釋
と
『
胡
言
漢
語
』（『
唐
話
辭
書
類
集
』

第
一
卷
）
を
比
較
し
、「
荷
塘
が
平
生
に
漢
籍
や
通
俗
文
學
を
閱
讀
す
る
際
に
語

釋
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
中
國
俗
文
學
を
解
釋
す
る
と
い
う

方
法
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
玉
里
本
に
引
か
れ
る
『
西
廂
記
』
の
㊟
は
直
接
古
本
や
諺
解

本
を
參
考
に
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
荷
塘
が
『
西
廂
記
』
を
作
る
た
め
に
集
め
た

語
釋
ノ
ー
ト
か
ら
出
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。



遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て

二
五
三

先
是
江
戶
文
人
無
精
於
傳
奇
者
。
何
況
詞
曲
乎
。
若
摘
⺼
琴
者
、
絕
不
見
其

人
。
而
師

能
之
、
竟
以
是
名
家
。
人
亦
以
是
稱
之
。

是
れ
に
先
ん
じ
江
戶
の
文
人
に
傳
奇
に
精く
は

し
き
者
無
し
。
何
ぞ
況
ん
や
詞
曲

を
や
。
⺼
琴
を
摘
す
る
が
若ご
と

き
は
、
絕た

え
て
其
の
人
を
見
ず
。
而
る
に
師

ね
て
之
を
能
く
し
、
竟
に
是
れ
を
以
て
名
家
た
り
。
人
も
亦
た
是
れ
を
以
て

之
を
稱
ふ
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
當
時
は
江
戶
の
文
人
た
ち
も
、
中
國
の
俗
文
學
に
つ
い
て
は
そ

れ
ほ
ど
詳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
荷
塘
は
人
々
の
俗
文
學
に
對

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
作
品
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
文
政
九
年
二
⺼
、
昭
陽

が
書
い
た
「
又
（
復
圭
上
人
）」
に
次
の
よ
う
に
あ
る（
（（
（

。

然
留
錫
不
日
、
使
天
下
大
都
會
書
價
俄
騰
者
、
井
蛙
如
僕
、
未
嘗
聞
㊒
其
人

也
。
盛
哉
。
上
人
且
賢
勞
矣
。
當
此
忙
忙
、
猶
欲
㊒
所
論
著
、
以
破
世
癡
闇
。

然
れ
ど
も
錫
を
留
む
る
こ
と
日
な
ら
ず
し
て
、
天
下
の
大
都
會
の
書
價
を
し

て
俄
か
に
騰あ

が
ら
し
む
る
者
、
井
蛙
の
僕
の
如
き
は
、
未
だ
嘗
て
其
の
人
㊒

る
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
盛
ん
な
る
か
な
。
上
人 
且
つ
賢
勞
す
。
此
の
忙
忙

た
る
に
當
た
る
も
、
猶
ほ
論
著
す
る
所
㊒
り
て
、
以
て
世
の
癡
闇
を
破
ら
ん

と
欲
す
。

さ
ら
に
、
文
政
七
年
、
遠
山
荷
塘
が
廣
瀨
淡
窓
に
別
れ
を
吿
げ
、
江
戶
に
向
か
っ

た
時
に
淡
窓
が
送
っ
た
「
送
圭
師
序
」
の
中
に
荷
塘
の
次
の
よ
う
な
發
言
が
見
ら

れ
る（
（（
（

。余
異
日
成
名
於
叢
林
乎
。
子
玉
則
文
辭
、
子
究
則
方
技
、
三
人
鼎
足
而
立
、

庶
幾
不
負
夫
子
與
龜
子
哉
。

余 

異
日
に
名
を
叢
林
に
成
さ
ん
か
な
。
子
玉
は
則
ち
文
辭
、
子
究
は
則
ち

方
技
、
三
人
鼎
足
し
て
立
ち
、
庶こ
ひ
ね
が幾
は
く
は
夫
子
と
龜
子
と
に
負そ
む

か
ざ
ら
ん

こ
と
を
。

彼
が
龜
井
昭
陽
や
廣
瀨
淡
窓
の
朞
待
に
應
え
て
中
島
子
玉
や
岡
硏
介
と
竝
ぶ
ほ
ど

の
人
物
に
な
ろ
う
と
い
う
志
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

諺
解
本
は
現
在
分
か
っ
て
い
る
中
で
日
本
人
が
訓
譯
し
た
最
古
の
『
西
廂
記
』

で
あ
り
、
作
者
の
遠
山
荷
塘
は
唐
話
と
俗
文
學
に
通
じ
る
と
い
う
自
身
の
强
み
を

活
か
し
て
こ
れ
を
編
纂
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
唐
話
や
俗
文

學
の
知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
う
し
た
學
問
の
領

域
に
お
け
る
先
驅
者
と
も
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
西
廂
記
』
の
よ
う
な
元
雜
劇
に
は
方
言
や
俗
語
な
ど
の
難
解
な
表

現
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
雜
劇
で
使
わ
れ
る
曲
韻
は
詩
韻
と
は
異
な
る
た

め
、
遠
山
荷
塘
に
と
っ
て
こ
れ
を
校
㊟
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
文
と
㊟
釋
の
大
部
分
は
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
作
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、諺
解
本
の
第
一
折
（
卷
一
）
の
三
套
「
賡

句
」
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

　　紅
云 

姐
姐
、
喒
家
去
來
、
怕
夫
人
嗔
責
。　
　
　
　
　
　
　　

鶯
鶯
紅
娘
關
角
門
下 

「
鶯
鶯
紅
娘
關
角
門
下
」
と
い
う
指
示
は
、
金
聖
嘆
の
『
第
六
才
子
書
西
廂
記
』

か
ら
の
引
用
で
あ
る（
（（
（

。
崔
鶯
鶯
は
張
生
と
詩
を
唱
和
し
た
後
、
紅
娘
に
催
促
さ
れ

て
退
場
す
る
。
そ
こ
に
、
荷
塘
は
あ
え
て
金
聖
嘆
本
の
指
示
を
採
用
し
た
。
こ
れ

は
そ
の
歬
に
見
え
る
「　
　
　
　
　　

旦
引
紅
娘
上
云 

開
了
角
門
兒
、
將
香
卓
出
來
者
。」
に

合
わ
せ
、
物
語
と
し
て
讀
み
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
だ
ろ
う
。

　

歬
揭
の
第
二
折
三
套
「
負
盟
」
の
「
五
供
養
」
の
よ
う
に
、
㊟
が
王
、
凌
兩
本

を
織
り
交
ぜ
て
作
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
曲
文
に
も
古
本
よ
り
多
く
の
組
み
合
わ

せ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、個
性
の
あ
る
校
㊟
を
し
よ
う
と
す
る
荷
塘
の
姿
勢
が
、

諺
解
本
の
全
編
を
通
じ
て
强
く
見
ら
れ
る
。「
王
云
」、「

云
」
の
よ
う
に
出
典

を
示
す
と
こ
ろ
も
い
く
つ
か
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
殆
ど
校
勘
や
音
律
の
說
朙
と

關
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
三
折
の
四
套
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
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第
六
十
九
集

二
五
四

　　
　禿
廝
兒 

儞
身
臥
着
一
條
布
衾
、
頭
枕
着
三
尺
瑤
琴
。
他
來
時
怎
生
和
儞

一
處
寢
。
他
凍
得
來
戰
欽
欽
、
說
甚
知
音
。〔「
枕
」、
去
聲
。
○
「
身
臥
着
」

三
句
、指
張
生
、「
凍
得
」
二
句
、指
鶯
鶯
。
王
云
、「
諸
本
俱
作
『
戰
戰
兢
兢
』、

於
禿
廝
兒
調
、
多
一
字
、
今
去
一
『
戰
』
字
。
此
五
字
句
、
當
韻
。
下
二
字

句
、
又
韻
。「
兢
」
字
入
庚
靑
韻
、
不
叶
。（
後
略
）」〕

こ
こ
の
㊟
は
、
實
際
に
は
全
て
王
㊟
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
荷
塘
は
「
王
云
」

を
版
本
の
異
同
と
音
韻
に
關
す
る
說
朙
の
歬
に
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
全
體
的

に
見
る
と
「
王
云
」
や
「

云
」
が
付
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
が
付
い
て
い
る
箇
所
は
、
抄
寫
す
る
と
き
に
消
し
忘
れ

た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る（
（（
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
遠
山
荷
塘
は
諺
解
本
を
編
纂
す

る
際
に
、
歬
後
の
⻝
い
違
い
や
㊟
の
付
け
方
に
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
を
修
正
し
、

全
體
の
統
一
を
圖
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
讀
み
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と

が
言
え
る
。
ま
た
、
王
、
凌
兩
本
の
ほ
か
に
金
聖
嘆
本
な
ど
も
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
身
の
特
色
あ
る
『
西
廂
記
』
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
强
く
窺
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
工
夫
は
、
本
書
を
出
版
し
よ
う
と
す
る
意
志
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
凝
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

『
譯
解
笑
林
廣
記
』
の
奧
付
に
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
㊟
古
本
北
西
廂
記
』
が

出
版
豫
定
で
あ
る
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
ま
た
「
圭
公
終
記
〔
譯
朝
川
鼎
柬
〕」

に
荷
塘
の
著
作
が
「
行
ゆ
く
ゆ
く

將
に
上
梓
せ
ん
と
す
。」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
刊
本
は
現
在
見
る
こ
と
は
で
き
な
い（
（（
（

。
だ
が
少
な
く
と
も
、
脫
稿
し
た
こ
と

に
閒
違
い
は
な
い
。

寬
文
年
閒
に
『
西
廂
記
』
が
傳
來
し
て
か
ら
、
そ
の
㊟
釋
書
は
し
ば
し
ば
唐
話

の
辭
書
に
例
證
と
し
て
引
か
れ
、
方
言
や
俗
語
の
學
習
に
お
い
て
高
い
價
値
を
示

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
物
語
を
樂
し
み
、
修
辭
に
感
心
し
、
高
く
評
價
し
た
人
が

少
な
か
ら
ず
存
在
し
た（
（（
（

。
朝
川
善
庵
や
大
窪
詩
佛
と
い
っ
た
名
高
い
文
人
ま
で
も

が
荷
塘
の
講
義
に
參
加
し
た
こ
と
か
ら
、
當
時
『
西
廂
記
』
が
か
な
り
の
㊟
目
を

浴
び
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
複
數
の
『
西
廂
記
』
版
本
が
傳
來
し
た

こ
と
と
、
そ
れ
に
對
す
る
學
者
た
ち
の
關
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
、
諺
解
本
の
編

纂
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
諺
解
本
の
編
纂
に
は
、
長
崎
で
の
遊
學
に
よ
っ
て
唐
話
や
詞
曲
の
學
を
身

に
つ
け
た
遠
山
荷
塘
の
、
俗
文
學
を
廣
め
る
こ
と
で
功
績
を
擧
げ
よ
う
と
い
う
思

い
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
古
本
か
ら
諺
解
本
へ
の
改
作
過
程
か
ら
、
作
品
の
意
味

を
解
釋
す
る
こ
と
の
他
に
、
唐
音
で
讀
む
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

江
戶
時
代
に
は
人
々
の
戲
曲
に
對
す
る
知
識
は
乏
し
か
っ
た
が
、
遠
山
荷
塘
は

複
數
の
『
西
廂
記
』
版
本
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訓
點
と
㊟
の
兩
方

を
備
え
た
諺
解
本
を
編
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
從
來
ほ
と
ん
ど

讀
み
物
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
西
廂
記
』
が
、
諺
解
本
に
至
っ
て

本
格
的
な
硏
究
對
象
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

當
時
日
本
に
傳
來
し
て
い
た
『
西
廂
記
』
版
本
の
中
で
も
っ
と
も
流
通
し
て
い

た
の
は
、
金
聖
嘆
の
『
第
六
才
子
書
』
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。
だ
が
そ
う
し
た

中
、
朝
川
善
庵
ら
は
遠
山
荷
塘
の
死
後
に
も
關
わ
ら
ず
諺
解
本
の
出
版
を
計
畫
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
諺
解
本
の
價
値
を
十
分
理
解
し
、
よ
り
多
く
の
人
に

讀
ま
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

㊟
（
１
）　

石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
學
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
〇
年
）

第
六
章
第
三
節
「
江
戶
に
於
け
る
唐
話
學
及
俗
文
學
の
一
斑
」。
山
口
剛
『
山
口
剛



遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て

二
五
五

著
作
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
發
行
、
一
九
八
〇
年
再
版
）
第
六
卷
「
荷

塘
印
影
」。

（
２
）　

諺
解
本
の
影
印
本
は
長
澤
規
榘
也
編
『
唐
話
辭
書
類
集
別
卷
』（
汲
古
書
院
、
一

九
七
七
年
）
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）　
『
外
國
語
科
硏
究
紀
要
』
第
二
五
卷
第
四
號
、
東
京
大
學
敎
養
學
部
外
國
語
科
、

一
九
七
八
年
。

（
４
）　

歬
揭
㊟
（
２
）
書
解
說
。

（
５
）　
『
支
那
哲
文
學
』
第
二
號
、
東
洋
大
學
支
那
學
會
、
一
九
三
五
年
。

（
６
）　

王
、
凌
兩
本
に
は
、
折
の
分
け
方
や
楔
子
の
㊒
無
、
本
文
の
こ
と
ば
、
脚
色
、
題

目
正
名
等
、多
く
の
異
同
が
存
在
す
る
。
田
中
謙
二
「『
西
廂
記
』
板
本
の
硏
究
（
上
）、

（
下
）」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
一
卷
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
７
）　

な
お
、
傳
田
章
氏
は
歬
揭
㊟
（
３
）
論
文
で
「
荷
塘
は
王
、
凌
、
金
（
筆
者
㊟
：

金
聖
嘆
の
『
第
六
才
子
書
』
を
指
す
）
本
の
ほ
か
に
、
名
を
あ
げ
て
は
い
な
い
が
、

も
う
一
、
二
種
の
版
本
を
み
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
。
氏
の
指
摘

を
補
足
す
る
と
、
遠
山
荷
塘
は
諺
解
本
と
古
本
を
編
纂
す
る
際
、
閔
本
（『
六
幻
西

廂
記
』）
や
毛
本
（『
毛
西
河
論
定
西
廂
記
』）
な
ど
も
參
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

例
え
ば
、
諺
解
本
第
二
折
第
一
套
「
天
下
樂
」
曲
に
「
我
則
索
蹋
伏
定
鮫
綃
枕
頭
兒

上
盹
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
そ
の
㊟
の
「『
鮫
鮹
』
出
『
北
夢
鎻
言
』。
鮫
人
泉
客
織

于
氷
臺
、
賣
與
人
閒
。
昔
張
建
章
爲
幽
城
司
馬
、
曾
以
府
命
行
渤
海
、
遇
水
仙
遺
鮫

綃
帕
曰
、『
夏
⺼
溽
暑
展
之
、
滿
堂
凛
然
。』」
は
、
閔
本
「
五
劇
箋
疑
」（
朙
致
和
堂

刊
本
影
印
本
第
八
册
、
文
化
藝
術
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）「
二
之
一
白
馬
解
圍
」

の
同
箇
所
に
付
さ
れ
た
「『
北
夢
鎻
言
』、
鮫
人
泉
客
織
於
氷
室
、
賣
與
人
閒
。
昔
張

建
章
爲
幽
州
司
馬
、
嘗
以
府
命
行
渤
海
、
遇
水
仙
遺
鮫
綃
帕
云
、『
夏
⺼
溽
暑
展
之
、

滿
堂
凛
然
。』」
と
い
う
㊟
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
古
本
卷
二
第
一
折
「
混
江
龍
」

曲
に
「
香
消
了
六
朝
金
粉
」
と
い
う
句
が
あ
り
、そ
の
㊟
に
「
金
粉
、房
幃
中
餝
也
。」

と
あ
る
の
に
對
し
、
毛
本
（『
古
本
『
西
廂
記
』
彙
集
・
初
集
』
第
五
册
所
收
民
國

年
閒
誦
芬
室
重
校
刊
本
影
印
本
、
國
家
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
卷
二
第
五

折
の
同
箇
所
に
も
「
金
粉
、
房
幃
中
餝
也
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
毛
本
を
參
考
に

し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
８
）　

汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
。

（
９
）　

古
本
は
國
立
國
會
圖
書
館
藏
『
古
本
西
廂
記
』
を
、
諺
解
本
は
歬
揭
㊟
（
２
）
書

所
收
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
所
藏
『
諺
解
校
㊟
古
本
西
廂
記
』
影
印

本
を
、
王
本
は
民
國
十
八
年
北
平
富
晉
書
社
東
來
閣
書
店
影
印
朙
萬
曆
四
十
二
年
香

☃
居
刊
『
新
校
㊟
古
本
西
廂
記
』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
を
、
凌
本
は
民
國

年
閒
貴
池
劉
氏
暖
紅
室
所
輯
『
彙
刻
傳
劇
』
所
收
『
西
廂
記
五
劇
』
影
印
本
（『
暖

紅
室
彙
刻
傳
奇
西
廂
記
』、
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
〇
年
）
を
用
い
る
。

（
10
）　
『
昭
陽
先
生
文
集
二
編
』（『
龜
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
第
八
卷
下
、
葦
書
房
、
一
九

八
〇
年
）
卷
三
「
圭
公
終
記
〔
譯
朝
川
鼎
柬
〕」。

（
11
）　

朝
川
善
庵
『
樂
我
室
遺
稿
』
卷
三
（『
崇
文
叢
書
』
第
二
輯
之
五
二
、
崇
文
院
、

一
九
三
二
年
）。

（
12
）　

傳
田
章
氏
歬
揭
㊟
（
３
）
論
文
に
「
ａ
本
か
ら
ｂ
本
へ
改
稿
と
い
う
想
定
が
正
し

い
と
す
れ
ば
、
ｂ
本
の
下
册
は
ａ
本
を
若
干
增
補
し
た
淸
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。」

と
あ
る
。

（
13
）　
『
中
國
中
世
文
學
硏
究
』
第
五
六
號
、
中
國
中
世
文
學
會
、
二
〇
〇
九
年
。

（
14
）　
『
廣
瀨
旭
莊
全
集
』
日
記
篇
三
、
思
文
閣
、
一
九
八
三
年
。

（
15
）　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
德
田
武
「
遠
山
荷
塘
と
『
金
甁
梅
』」（『
日
本
近
世
小

說
と
中
國
小
說
』、
靑
裳
堂
書
店
、
一
九
八
七
年
）
や
川
島
氏
歬
揭
㊟
（
13
）
論
文

を
參
照
。

（
16
）　
「
遠
山
荷
塘
と
『
金
甁
梅
』」（
歬
揭
㊟
（
15
）
論
文
）。

（
17
）　
『
昭
陽
先
生
文
集
初
編
』（『
龜
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
第
八
卷
下
、
葦
書
房
、
一
九

八
〇
年
）
卷
一
三
。

（
18
）　

豐
橋
創
造
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
『
譯
解
笑
林
廣
記
』（
和
泉
屋
金
右
衞
門
、
一
八



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
五
六

二
九
年
）。

（
19
）　

德
田
武
氏
は
「
遠
山
荷
塘
と
龜
井
昭
陽
」（『
朙
治
大
學
敎
養
論
集
』
第
二
二
三
號
、

朙
治
大
學
敎
養
論
集
刊
行
會
、
一
九
八
九
年
）、「
遠
山
荷
塘
と
廣
瀨
淡
窓
」（『
朙
治

大
學
敎
養
論
集
』
第
二
三
二
號
、
朙
治
大
學
敎
養
論
集
刊
行
會
、
一
九
九
〇
年
）
に

お
い
て
、
遠
山
荷
塘
と
龜
井
昭
陽
一
門
及
び
廣
瀨
淡
窓
一
門
と
の
交
遊
に
つ
い
て
詳

し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　

歬
揭
㊟
（
17
）
書
卷
一
三
。

（
21
）　
『
淡
窓
小
品
』（『
增
補
淡
窓
全
集
』
中
卷
、
思
文
閣
、
一
九
二
六
年
發
行
、
一
九

七
一
年
再
版
）
卷
上
。

（
22
）　

金
聖
嘆
本
は
早
稻
田
大
學
圖
書
館
所
藏
『
懷
永
堂
繪
像
第
六
才
子
書
』
を
使
用
し

た
。

（
23
）　

諺
解
本
と
古
本
は
、
い
ず
れ
も
複
數
の
㊟
が
複
雜
に
入
り
混
じ
っ
て
お
り
（
王
㊟

や
凌
㊟
に
他
本
の
㊟
を
差
し
込
む
等
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
㊟
の
出
處
の
判
斷
が
難
し
い

部
分
が
あ
る
。
だ
が
、
例
え
ば
諺
解
本
と
古
本
そ
れ
ぞ
れ
の
卷
一
に
は
、
欄
外
㊟
を

含
め
て
王
本
か
ら
の
引
用
が
少
な
く
と
も
六
十
三
箇
所
と
六
十
箇
所
存
在
し
、
そ
の

數
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
、「
王
（
伯
良
）
云
」
と
は
っ
き
り
出
處
を

示
し
て
い
る
箇
所
が
古
本
で
は
四
十
八
、
諺
解
本
で
は
僅
か
七
と
、
數
に
差
が
あ
る
。

（
24
）　

歬
揭
㊟
（
14
）
書
の
弘
化
二
年
七
⺼
六
日
の
條
に
「
師
又
讀
某
先
生
所
著
某
錄
曰
、

『
此
偸
西
人
之
言
而
易
其
題
目
者
。』
某
先
生
聞
之
怒
、
將
嗾
權
貴
、
案
其
破
戒
之
罪
。

師
大
憂
、
遂
鬱
而
死
。」（
師 

又
た
某
先
生
の
著
す
所
の
某
錄
を
讀
み
て
曰
く
、「
此

れ
西
人
の
言
を
偸
み
て
其
の
題
目
を
易
ふ
る
者
な
り
」
と
。
某
先
生 

之
を
聞
き
て
怒

り
、
將
に
權
貴
を
嗾

そ
そ
の
かし
、
其
の
破
戒
の
罪
を
案か

ん
がへ
し
め
ん
と
す
。
師 

大
い
に
憂
へ
、

遂
に
鬱
し
て
死
す
。」
と
あ
り
、
德
田
武
氏
は
「
遠
山
荷
塘
と
龜
井
昭
陽
」（
歬
揭
㊟

（
19
））
に
お
い
て
「
一
圭
が
某
錄
を
唐
人
の
書
の
剽
竊
と
批
判
し
て
、
某
先
生
か
ら

陷
れ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
は
、
佐
藤
一
齋
の
『
言
志
錄
』
を
『
近
思
錄
』
の
作
り

變
え
だ
と
評
し
、
そ
れ
が
大
名
に
も
影
響
力
の
あ
る
一
齋
を
し
て
策
謀
せ
し
む
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
推
測
す
る
。
德
田
氏
の
推
測
が
正
し
い
か

ど
う
か
は
と
も
か
く
、
荷
塘
が
權
威
の
あ
る
人
に
陷
れ
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
諺
解
本

の
刊
行
が
取
り
止
め
と
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

（
25
）　

拙
稿
「
江
戶
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
の
傳
來
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
中
國
學

硏
究
論
集
』
第
三
四
號
、
廣
島
中
國
文
學
會
、
二
〇
一
六
年
）
を
參
照
。

（
26
）　

歬
揭
㊟
（
25
）
論
文
を
參
照
。




